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資料８－２－③－Ａ 上越教育大学学校教育実践研究センター規則（抜粋）

（目的）

第２条 学校実践センターは，学校及び地域社会と連携しながら，学校教育の実践に関する諸課題を把握し，大学教

員，現職教員，学生及びその他の関係者と共同して，当該課題に関する臨床的・実践的・開発的研究を推進するこ

とによって，学校教育の改善，充実及び発展に寄与することを目的とする。

資料８－２－③－Ｂ 上越教育大学学校教育実践研究センター規則（抜粋）

（職員）

第４条 学校実践センターは，次の各号に掲げる職員をもって組織する。

(1) 学校教育実践研究センター長（以下「センター長」という。）

(2) 学校実践センターに兼務する教員（以下「兼務教員」という。）

(3) 国立大学法人上越教育大学特任教員規程（平成 19 年規程第 27 号）に定める特任教員

(4) その他必要な職員

２ 前項第２号に掲げる兼務教員は，国立大学法人上越教育大学の教員のうちから学長が命ずるものとする。

第５条（略）

（客員研究員）

第６条 学校実践センターの教育研究を推進するため，他大学の教員等を招致することができる。

２ 前項の規定により招致した者を客員研究員と称する。

（研究員）

第７条 学校実践センターの業務を推進するため，学内及び学外の教員等を協力者とすることができる。

２ 前項の協力者を研究員と称する。

３ 第１項に規定する学外の教員等のうち研究員とすることができる者は，次の各号に 掲げる者とする。

(1) 学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）第１条に規定する学校の教員

(2) 教育委員会の指導主事等

(3) 前２号に準ずる外国人の研究者等

(4) その他センター長が適当と認めた者
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資料８－２－③－Ｃ 平成２１年度研究プロジェクト等

■臨床的・実践的・開発的研究の推進部門の研究

１ 「教育実習の手引き」改訂のための基礎的研究

①小学校版

（石野正彦教授，中野博幸・清水雅之特任准教授，研究員３人）

②中学校版

（釜田聡教授，佐藤佐敏特任准教授，研究員３人）

２ 授業研究法を開発するための基礎的研究

① ICT の日常的活用の中で子どもとともに創造する学びの研究

（石野正彦教授，中野博幸・清水雅之・渡辺径子特任准教授，研究員 12 人）

②長期集団宿泊体験活動がソーシャルスキルに与える影響に関する調査研究－「妙高フレンドスクール」が児

童と大学生のソーシャルスキルに及ぼす影響－

（伊佐貢一特任准教授）

③ PISA 型読解力の向上を図った言語活動の充実

（佐藤佐敏特任准教授，研究員３人）

④実感を伴った確かな理解を導くために－小学校理科新内容に焦点を当てて－

（渡辺径子特任准教授，研究員３人）

⑤大学院生の ICT を活用した授業に対する意識の変容－電子情報ボードとデジタル教科書を用いた演習を通し

て－

（中野博幸特任准教授）

３ 社会認識を深めるための教材開発研究

（釜田聡・川村知行・朝倉啓爾教授，二谷貞夫客員研究員，研究員４人）

■客員研究員等によるの研究

１ 世界史学習の進め方－地域から考える世界史－

（二谷貞夫客員研究員）

２ 江口武正『耕地整理』の今日的意義と地域に根ざした教育の課題－社会問題への教育実践からのアプローチの

可能性－

（柴田好章客員研究員）
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資料８－２－③－Ｄ 学校教育実践研究センター研究報告書（平成21年度版）Webサイト

資料８－２－③－Ｅ 学校教育実践研究センター教育実践研究第１集～第20集Webサイト
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資料８－２－③－Ｆ 平成21年度セミナー等開催実績

① 小学校英語担当教員講習会（平成21年10/22,11/5,12,19，参加67人）

② 電子情報ボード活用セミナー（平成21年11/22，参加80人）

③ 電子情報ボード利活用連続セミナー（平成21年12/9,16,平成22年1/6,13,20,27,2/10,17，参加120人）

④ 学級づくりセミナー～Ｑ－Ｕを用いた事例検討～（平成22年1/20,27,2/10,17,24，参加60人）

⑤ 第１回学校支援プロジェクトセミナー（平成22年2/11，発表81人，参加90人）



○上越教育大学心理教育相談室規則

平成16年４月１日

（規 則 第 3 0 号）
改正 平成18年３月31日規則第４号

改正 平成19年３月22日規則第11号

改正 平成20年３月21日規則第６号

改正 平成22年１月13日規則第５号

上越教育大学心理教育相談室規則

（趣旨）

第１条 この規則は，上越教育大学学則（平成16年学則第１号）第11条第２項の規定に基

づき，上越教育大学心理教育相談室（以下「相談室」という。）に関し必要な事項を定

める。

（目的）

第２条 相談室は，心理臨床に関わる相談（以下「相談」という。）に対する社会的要請

に応じるとともに，上越教育大学大学院学校教育研究科学校教育専攻臨床心理学コース

（以下「臨床心理学コース」という。）の学生等の心理臨床に関わる相談活動（以下「相

談活動」という。）に関する教育訓練を行い，もって心理臨床における実践的な教育及

びその研究の推進に寄与することを目的とする。

（業務）

第３条 相談室は，次の各号に掲げる業務を行う。

(1) 相談に関すること。

(2) 心理臨床及びその周辺領域に関わる学術調査・研究及びその成果の発表と刊行に関

すること。

(3) 臨床心理学の実践的活動とそれに基づく理論の体系化に関すること。

(4) 臨床心理学コースの臨床心理実習の指導に関すること。

(5) 学校及び地域社会などへのコンサルテーションに関すること。

(6) その他相談室に必要な業務に関すること。

２ 前項第１号に規定する相談に関し必要な事項は，別に定める。

（組織）

第４条 相談室は，次の各号に掲げる職員をもって組織する。

(1) 心理教育相談室長（以下「室長」という。）

(2) 心理教育相談室相談員（以下「相談員」という。）

(3) その他学長が必要と認めた者

２ 前項第２号に掲げる相談員は，国立大学法人上越教育大学（以下「本法人」という。）

の教員で臨床心理学コースに所属し，かつ，臨床心理士の資格を有する者のうちから学

長が兼務を命ずるものとする。ただし，学長が必要と認める場合には，臨床心理学コー

スに所属する者以外の者（学外者を含む。）で臨床心理士の資格を有する者を相談員と
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することができる。

（管理運営）

第５条 相談室は，室長が管理運営する。

（相談研修生）

第６条 臨床心理学コースに在籍する大学院学生及び学長が必要と認めた研究生等を相談

研修生とする。

２ 相談研修生は，上越教育大学の定める臨床心理実習の指導を受けるとともに，相談員

が行う相談活動の補助業務を行うものとする。

（運営委員会）

第７条 室長の諮問に応じ相談室の運営に関する重要事項を審議するため，心理教育相談

室運営委員会（以下「委員会」という。）を置く。

２ 委員会の組織及び運営等に関し必要な事項は，別に定める。

（事務の処理）

第８条 相談室に関する事務は，学務部研究連携室において処理する。

（細則）

第９条 この規則に定めるもののほか，相談室に関し必要な事項は，室長が別に定める。

附 則

１ この規則は，平成16年４月１日から施行する。

２ この規則の施行日の前日において，上越教育大学大学院学校教育研究科学校教育専攻

発達臨床コース臨床心理学分野の学生として在学中の者については，第２条，第３条及

び第７条の規定にかかわらず，この規則の施行日において，なお従前の例による。

附 則

この規則は，平成18年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成19年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成20年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成22年４月１日から施行する。



okamoto
テキストボックス
【別添資料８－２－⑤－２】











○上越教育大学特別支援教育実践研究セン

ター規則

平成16年４月１日

（規 則 第 3 2 号）
改正 平成18年３月31日規則第４号

改正 平成19年３月１日規則第７号

改正 平成20年３月21日規則第６号

改正 平成20年４月９日規則第11号

改正 平成22年１月13日規則第５号

上越教育大学特別支援教育実践研究センター規則

（趣旨）

第１条 この規則は，上越教育大学学則（平成16年学則第１号）第13条第２項の規定に基

づき，上越教育大学特別支援教育実践研究センター（以下「特別支援センター」という。）

に関し必要な事項を定める。

（目的）

第２条 特別支援センターは，特別支援教育における実践的な教育及びその研究の推進を

図るとともに，特別支援学校の教員の研修を行うことを目的とする。

（組織）

第３条 特別支援センターは，次の各号に掲げる職員をもって組織する。

(1) 特別支援教育実践研究センター長（以下「センター長」という。）

(2) 特別支援センターに兼務する教員（以下「兼務教員」という。）

(3) その他必要な職員

２ 前項第２号に掲げる兼務教員は，国立大学法人上越教育大学の教員のうちから学長が

命ずるものとする。

（管理運営）

第４条 特別支援センターは，センター長が管理運営する。

（研究員）

第５条 特別支援センターが実施する共同研究等の取り組みを推進するため，学内及び学

外の教員等を協力者とすることができる。

２ 前項の協力者を研究員と称する。

３ 前１項に規定する学外の教員等のうち研究員とすることができる者は，次の各号に掲

げる者とする。

(1) 学校教育法（昭和22年法律第26号）第１条に規定する学校の教員

(2) 教育委員会の指導主事等

(3) 前２号に準ずる外国人の研究者等

(4) その他センター長が適当と認めた者
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（運営委員会）

第６条 センター長の諮問に応じ特別支援センターの運営に関する重要事項を審議するた

め，特別支援教育実践研究センター運営委員会（以下「委員会」という。）を置く。

２ 委員会の組織及び運営等に関し必要な事項は，別に定める。

（事務の処理）

第７条 特別支援センターに関する事務は，学務部研究連携室において処理する。

（細則）

第８条 この規則に定めるもののほか，特別支援センターに関し必要な事項は，センター

長が別に定める。

附 則

この規則は，平成16年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成18年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成19年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成20年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成20年４月９日から施行する。

附 則

この規則は，平成22年４月１日から施行する。
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平成２１年度上越教育大学研究プロジェクト採択一覧

〔継続分〕
採択

区 分 所 属 ・ 職 名 氏 名 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト の 名 称
研 究 費

年度 （千 円）
学校教育学系・ 朝倉 啓爾 新学習指導要領に対応した公立中学校における学力向上の取 ６７５

20 一般研究 教授 組に対する臨床的支援プロジェクト
｜ 学校教育学系・ 安藤 知子 中学校における学級経営をテーマとする教員研修システムの ５７７
21 准教授 構築に関する実践的研究

学校教育学系・ 釜田 聡 社会認識を深める教材開発研究 ６７５
教授
学校教育学系・ 木村 吉彦 児童に科学的な見方・考え方の基礎を培う生活科学習の創造 ５９４
准教授
学校教育学系・ 両角 達男 「式をよむ」ことを重視した小学校算数の授業についての学 ６７５
准教授 習過程臨床的研究
臨床・健康教育学 加藤 哲文 小・中学校における発達障害児の支援方法に関する情報共有 ６０４
系・教授 システムの構築
自然・生活教育学 佐藤ゆかり 「家庭科の授業実践力」向上に関する基礎的研究 ５９４
系・講師
芸術・体育教育学 大橋奈希左 つくったモノとからだのかかわりを中心とした表現教材の開 ６７５
系・講師 発
芸術・体育教育学 松尾 大介 地域における大学を核とした芸術文化創造のための教育実践 ６３９
系・准教授 研究
附属小学校・校長 林 泰成 「人間社会を生きる子どもをはぐくむ教育課程」における教 ６７５

育活動の構想と展開
合 計 １０件 ６，３８３

〔新規分〕
採択

区 分 所 属 ・ 職 名 氏 名 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト の 名 称
研 究 費

年度 （千 円）
学校教育学系・ 久保田善彦 遠隔授業の録画コンテンツを利用した現職教員への研修サー ６７５

21 一般研究 准教授 ビスの提供
｜ 学校教育学系・ 古閑 晶子 言語活動を核として思考を促す国語科学習過程臨床研究 ５７８
22 准教授

学校教育学系・ 橋本 定男 人間性形成と人間関係づくりに関する教育実践学の構築 ５６３
准教授
臨床・健康教育学 藤井 和子 小中学校における特別な教育的ニーズのある子どもの個別の ６１１
系・講師 指導計画作成に関する実践研究
人文・社会教育学 石濱 博之 僻地・複式教育（学級）の特性を活かした小規模公立小学校 ３５９
系・准教授 における外国語活動の指導の試みに関する実践的研究
自然・生活教育学 小林 辰至 教職大学院と学士課程教育を接続した６年一貫の教員養成カ ７５０
系・教授 リキュラム開発
自然・生活教育学 中村 雅彦 上越教育大学の自然を生かした動植物教材の開発 ５６５
系・教授
芸術・体育教育学 西村 俊夫 初等教育における造形表現力育成のための基礎研究 ５５５
系・教授
学校教育実践研究 清水 雅之 授業力を高める効果的な研修方法に関する調査研究 ６３０
センター・特任准教授
附属中学校・校長 天野 和孝 各教科等における重点指導事項例とその学習指導に関する実 ５６３

践的研究
附属幼稚園・園長 丸山 良平 幼児の仲間とかかわる力をはぐくむ教育課程の改善・提案 ６００

小 計 １１件 ６，４４９
学校教育学系・准 五十嵐素子 学習経験の基盤となる相互行為のあり方の解明 ２２５

21 若手研究 教授
臨床・健康教育学 佐藤 淳一 不登校にある児童生徒への臨床心理的援助に関する基礎的研 ２２５
系・准教授 究
臨床・健康教育学 村中 智彦 小集団指導における知的障害・自閉症児の課題遂行を高める ２２１
系・講師 最適な遂行機会の設定条件
自然・生活教育学 宮川 健 フランス前期中等教育数学教科書における証明の「生態」 ２２３
系・准教授
芸術・体育教育学 周東 和好 幼児の動きを豊かにする運動カリキュラムの実践的開発 ２２５
系・講師
附属小学校・教諭 古川 勝哉 小学校体育科におけるボールゲームのカリキュラム構成の在 ２１０

り方
附属小学校・教諭 磯野 正人 算数の授業における知識の構成過程と子どもの抱く心情との ２１０

かかわり
附属小学校・教諭 尾矢 貞雄 確かで豊かな読みをつくる物語教材読解活動の構想と展開 １８９

附属小学校・教諭 江谷 和樹 歌舞伎下座音楽の音楽構成法を用いた日本音楽の教材開発 ２０９

附属小学校・教諭 髙橋 栄介 低学年期における文学教材の読みに生かす音声化活動の可能 １７５
性（国語科）

附属小学校・教諭 北原さやか 低学年から始める小学校英語のカリキュラム開発 ２０２

附属小学校・栄養 渡邊 英里 食料自給率の向上へつなげる食育 ２１０
教諭

小 計 １２件 ２，５２４
合 計 ２３件 ８，９７３

okamoto
テキストボックス
【別添資料８－２－⑧－１】



平成２２年度上越教育大学研究プロジェクト採択一覧

〔継続分〕
採択

区 分 所 属 ・ 職 名 氏 名 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト の 名 称
研 究 費

年度 （千 円）
学校教育学系・ 廣瀬 裕一 教職大学院と学士課程教育を接続した６年一貫の教員養成カ ４００

21 一般研究 教授 リキュラム開発
｜ 学校教育学系・ 久保田善彦 遠隔授業の録画コンテンツを利用した現職教員への研修サー ４８０
22 准教授 ビスの提供

学校教育学系・ 古閑 晶子 言語活動を核として思考を促す国語科学習過程臨床研究 ５８４
准教授
学校教育学系・ 橋本 定男 人間性形成と人間関係づくりに関する教育実践学の構築 ６００
准教授
臨床・健康教育学 藤井 和子 小中学校における特別な教育的ニーズのある子どもの個別の ５１６
系・講師 指導計画作成に関する実践研究
人文・社会教育学 石濱 博之 僻地・複式教育（学級）の特性を活かした小規模公立小学校 ４１８
系・准教授 における外国語活動の指導の試みに関する実践的研究
自然・生活教育学 中村 雅彦 上越教育大学の自然を生かした動植物教材の開発 ５９８
系・教授
芸術・体育教育学 西村 俊夫 初等教育における造形表現力育成のための基礎研究 ５９１
系・教授
学校教育実践研究 清水 雅之 授業力を高める効果的な研修方法に関する調査研究 ４４０
センター・特任准教授
附属中学校・校長 天野 和孝 各教科等における重点指導事項例とその学習指導に関する実 ６００

践的研究
附属幼稚園・園長 丸山 良平 幼児の仲間とかかわる力をはぐくむ教育課程の改善・提案 ４８０

合 計 １１件 ５，７０７

okamoto
テキストボックス
【別添資料８－２－⑧－２】



〔新規分〕
採択

区 分 所 属 ・ 職 名 氏 名 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト の 名 称
研 究 費

年度 （千 円）
学校教育学系・ 釜田 聡 東アジア三カ国とアメリカの協働による持続可能な開発のた ３７０

22 一般研究 教授 めの教育 （ＥＳＤ）に関する基礎的研究
｜ 学校教育学系・ 西川 純 過疎化が進行する小規模学校の活性化に向けた授業改善 ５７０
23 教授

学校教育学系・ 松沢 要一 教師の授業観に影響を及ぼす研修テーマ等の比較研究 ５７０
准教授 －「算数・数学好き」の上位県と下位県の調査分析－
学校教育学系・ 水落 芳明 学び合う研修ネットワークの構築 ５７０
准教授
学校教育学系・ 末松 裕基 地域課題に基づくスクールリーダー研修プログラムに関する ５５０
講師 開発的研究
臨床・健康教育学 葉石 光一 特別支援教育の理解推進を促すためのランチョンセミナーの ３７０
系・准教授 活用に関する研究
人文・社会教育学 北條 礼子 小学校外国語活動における高学年向き文字指導学習プログラ ２３０
系・教授 ムの構築
人文・社会教育学 小島 伸之 近現代社会の基本的価値に関する社会科教材開発 ５５０
系・准教授 －人文社会専門諸科学の成果とその横断的連携の視点から－
人文・社会教育学 原 瑞穂 留学生とつくる「多文化共生」に向けた地域と関わる「国際 ２５０
系・准教授 理解教育」
自然・生活教育学 大場 孝信 川原の石を利用した大地の変動 ４１０
系・准教授
自然・生活教育学 濤崎 智佳 小中学校理科・天文分野における実感を伴った理解を促進す ３６０
系・准教授 るための教材作成システムの構築
芸術・体育教育学 阿部 靖子 バーチャルな世界と現実の世界を統合する情報・表現の可能 ５６０
系・教授 性について
学校教育実践研究 伊佐 貢一 こどもの社会性を育てる小・中学校一貫プログラムの開発 ７３０
センター・特任准教授
学校教育実践研究 佐藤 佐敏 PISA 型読解力を向上させる授業プログラムの開発 ４３０
センター・特任准教授
附属小学校・校長 林 泰成 「人間社会を生きる子ども」をはぐくむ教育課程における教 ５７０

育活動の構想と展開
小 計 １５件 ７，０９０

学校教育学系・准 五十嵐素子 高等教育における早期学生支援のための基礎的研究 ２００
22 若手研究 教授

臨床・健康教育学 佐藤 淳一 不登校にある児童生徒への臨床心理的援助に関する基礎的研 １５０
系・准教授 究（Ⅱ）
臨床・健康教育学 村中 智彦 知的障害児や自閉症児の小集団指導における協同学習の設定 ２００
系・講師 と教育効果
臨床・健康教育学 八島 猛 新潟県内の特別支援学校（病弱）における児童生徒の実態お １５０
系・講師 よび入院形態に応じた教育と医療との連携に関する調査研究
自然・生活教育学 東原 貴志 授業における映像教材とディジタルフォトフレームの活用に ２００
系・准教授 関する研究
自然・生活教育学 吉澤 千夏 教員養成課程在籍学生のこども観に関する構造分析 １５０
系・准教授 －テキストマイニングの手法を用いて－
自然・生活教育学 稲田 結美 小学校教師を目指す女子学生の理科教授に対する意識に関す ２００
系・講師 る研究
芸術・体育教育学 伊藤 将和 伝統産業の美術的表現の可能性についての研究 １５０
系・講師 — 漆 会津塗りの伝統と現代芸術の関係性 —
芸術・体育教育学 周東 和好 教員養成課程における学生の体育授業実践能力を養う方法の ２００
系・講師 検討
芸術・体育教育学 玉村 恭 日本伝統芸能の教育観 ２００
系・講師 ―能楽を中心として―
附属小学校・教諭 青木 弘明 数学的に解釈し、表現する活動を重視した算数科の授業改善 ２００

附属小学校・教諭 江谷 和樹 バリ・ガムランにおける音楽と舞踊の即応的連携に着眼した ２００
アジア伝統音楽の教材開発

附属小学校・教諭 北原さやか 小学校外国語活動における電子黒板の活用 ２００
～海外交流も視野に入れて～

附属小学校・教諭 橋本 忍 社会科において情報機器を用いて空間認識・社会的事象のと １５０
らえを広げる授業の構想と展開

附属小学校・教諭 古川 勝哉 「自尊感情」を視座とした「自己への気付き」の質を高める １５０
生活科の実践的研究

附属中学校・教諭 尾﨑 誠 中学校数学科の授業において探究的な学習を促す教材の開発 ２００

附属中学校・教諭 小池 克行 空間図形の考察におけるデジタルコンテンツの有効的な活用 １５０
に関する研究

附属中学校・教諭 濁川 朋也 次世代エネルギー資源メタンハイドレートの教材化 ２００

附属中学校・教諭 保坂 修 理科教育に関する地域素材と教材のデータベース化 １５０

附属中学校・教諭 松風 嘉男 技術科における基礎的・基本的な知識及び技能を習得させる １５０
ための ICT 活用

附属中学校・教諭 渡邉 孝弘 「フレキハードルを用いた短距離走トレーニングによる走力 ２００
向上に関する研究」

小 計 ２１件 ３，７５０
合 計 ３６件 １０，８４０
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